
平成30年 2月 22日掲載 
 
＜子供たちに税の使途について考える機会を提供した好事例＞  
 
 
 
福岡西部法人会（福岡） 

 
＜活動対象＞ 中学3年生 
 
＜活動の概要＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜参考資料＞ 
 「租税教育活動」事例発表 
 
＜摘要＞ 
 特になし 
 
＜出典＞ 
 平成27年度租税教育活動プレゼンテーション（茨城大会）より 
 

教育から共育へ 

 
・「考えさせる租税教育」をテーマに、「村に橋を作る為に公平にお金を集める」

という例題を提示。グループディスカッションを通して、子供たち自身に考え

てもらう。 
 
・お金を集める方法の例として、講師から5つの方法を提案し、良いと思ったもの

に何度でも挙手できるというルールにした。結果として複数回の挙手が多く見

られ、何が「公平」なのか迷っている様子がうかがえた。 
 

・何が「公平」なのかを子供たちに考えさせるのが狙い。子供たちからは様々な

意見が上がり、租税教育を通して考え方や価値観は多様であることを子供たち

に伝えることができた。 






